出版物二次利用契約書(案) 

技術評論社（以下「甲」という。）とメディアリミックスコミュニケーションズ（以下「乙」という。）とは、著作物の利用に関し、以下のとおり契約を締結する。

第１条 （利用許諾）

甲は、乙に対し、以下の出版物（以下「本著作物」という。）につき、以下の利用を許諾する。

１ 　書名：
(1)ゼロからわかるJAVA超入門
(2)ゼロからわかるPHP超入門

(3) 3ステップでしっかり学ぶ java入門
２ 　利用方法

(1) イーラーニングにおける教材として利用
　サイト名：Step　Up　School On Line（イーラーニング）

(2)掲載期間：平成23年10月31日まで
３ 　乙は、当該利用にあたっては、事前にその具体的な利用態様を甲に示し、甲の承諾を得るものとする。

第２条 （著作者人格権）

１ 　乙が本著作物の内容・表現又はその題号に著しい変更を加える場合には、あらかじめ甲の承諾を必要とする。

２ 　乙は、本著作物を利用するにあたって、以下のとおり著作者の表示をしなければならない。

　　・佐々木整

第３条 （保証）

１．甲は、乙に対し、本著作物が第三者の著作権その他第三者の権利を侵害しないものであることを保証する。

２．乙が本著作物の２次利用により、第三者の権利を侵害したときは、すべて乙がその責を負う。ただし、本著作物が第三者の権利を侵害していた場合は、すべて甲がその責を負う。
第4条（独占的使用）
甲は、この契約の存続期間中に、本著作物の全部または一部または明らかに本著作物と類似すると認められるもの並びに本著作物と同一書名の著作物を乙の承諾なくして、自ら製作し、または他人に製作させない。
第５条 （対価）

１．乙は、甲に対し、本著作物の利用許諾の対価、その他本契約に基づく一切の対価として、販売価格の7.5%（消費税込み）を、平成24年2月28日までに支払う。

２．乙は、甲に対し、本著作物の利用許諾の対価に関する明細を提示する。
第６条 （その他）

本契約に定めのない利用態様については、甲乙別途協議の上、利用の可否、対価等につき決するものとする。

第7条（契約解除）
当事者の一方が、本契約に定めた事項に違反したときは、相手方は契約を解除することができる。

　本契約締結の証として、本契約書２通を作成し、甲乙記名捺印の上、各自１通を保持する。

　平成　　２２年　９月　１３日

甲 住所  東京都新宿区市谷左内町21-13
  氏名 　株式会社技術評論社　　

代表取締役 片岡 巖　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
乙 住所   埼玉県川口市上青木３－１２－６３　彩の国ビジュアルプラザ３０１
  氏名 　(有)メディアリミックスコミュニケーションズ

代表取締役　室伏　哲郎　　　　　　　　　　　　　　　印 

